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夢・うつのみや
ラ

イト
ラインの利用者

が1,000万人
に到達！累計

駅西側延伸に向けて
　　市民のみなさまと共にー

■イベント会場の様子（宇都宮駅東口交流広場）

■1,000万人到達記念「ラッピング電車」

国土交通省と
意見交換

ライトライン
2周年企画

　令和5年8月26日に運行を開始したライトライン。 市民の生活
の足として、 休日や旅のときめきを運ぶ大切な相棒として、 多
くのみなさまに愛される存在になりました。
　そのライトラインの累計利用者数が、開業から725日目の本年
8月19日に1,000万人に到達。 これは想定より約6か月早いペー
スです。 1,000万人達成を記念して、 ラッピング電車を運行。 ま
た、 開業2周年企画にも多くのみなさまにご参加いただきました。
　ライトラインの駅西側延伸への期待も一層高まる中、 わが会
派では8月22日に国土交通省を訪れ、 高橋克法国土交通副大臣
にＬＲＴ整備に関する支援の要望書を手渡し、 職員と活発な意
見交換を行いました。 
　本市では、 ライトラインの駅西側延伸に向けて「軌道運送高度
化実施計画」を策定し、 国に軌道事業の特許を申請する予定です。

2周年記念のうちわが無料配布されました
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（抜粋） 令和7年9月（第3回）定例会  本会議  代表質問（抜粋）

トピックス
宇都宮市議会

市議会ホームページからも
視聴可能です

 とちぎテレビで絶賛放送中！

みんな
 みてネ♪

　
「
新
栃
木
変
電
所
」
近
傍
地
へ
の

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
誘
導
」
検

討
は
、
次
世
代
に
向
け
て
大
き
く
期
待

す
る
取
組
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

●
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
誘
導
に
つ
い
て

産
業
政
策
に
つ
い
て

　

今
後
展
開
予
定
の
地
域
還
元
事
業
は
、
ど
の
よ

う
な
分
野
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
・
内
容
で
展
開

し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
利
益
の
活
用
に
お
い
て
、

よ
り
直
接
的
に
市
の
財
政
を
支
援
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
促
す
べ
き
と
考
え
る
！

●
宇
都
宮
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社
に
つ
い
て

環
境
と
経
済
政
策
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
未
来
へ
の
投
資
の
た
め
の
財
源
確
保
策
❷
産
業
政
策（
民

間
主
体
の
産
業
団
地
整
備
）❸
環
境
と
経
済
政
策（
宇
都
宮
市

産
材
の
利
用
促
進
）❹
北
西
部
地
域
の
振
興（
仮
称
大
谷
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
大
谷
石
採
取
場
跡
地
の
埋
戻

し
）❺
下
水
道
管
路
の
点
検
調
査
❻
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

  

「
立
地
誘
導
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
地
権
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
本
市
の
考
え
な
ど
に
つ
い
て
説
明
等

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
民
間
開
発
を
可
能
と

す
る
た
め
の
「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
の
活

用
な
ど
を
進
め
、
年
内
を
目
途
に
事
業
手
法
や

取
組
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
示
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

環
境
部
長

　
　
　
　

 

本
年
度
は
「
宇
都
宮
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ 

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」で

宇
都
宮
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
㈱
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、  

Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
む
。
市
の
財

政
支
援
と
し
て
は
、
今
後
、
法
的
な
確
認

を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
方
策
を
含
め
検

討
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

柴
田 

賢
司 

議
員

そ
の
他
の
質
問

民
間
施
設
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の

移
動
販
売
も
効
果
的
と
考
え
る
。
実

施
場
所
や
方
法
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
？

　

昨
今
の
厳
し
い
暑
さ
に
対
応
す
る
た

め
、
公
園
の
水
遊
び
施
設
で
、
利
用
開

始
期
間
の
前
倒
し
や
暑
さ
が
残
る
９
月

頃
ま
で
の
利
用
期
間
を
延
長
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
！

地
域
の
交
流
の
場
と

移
動
販
売
の
連
携
に
つ
い
て

公
園
の
活
用
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
北
西
部
地
域
振
興
❷
危
険
鳥
獣
対
策
❸
部
活

動
の
地
域
展
開
❹
選
挙
事
務

　
　
　
　

 

高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
は
、
本

事
業
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高
く
、
既
に
24

の
施
設
か
ら
誘
致
希
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

実
施
方
法
は
、
地
域
交
流
の
場
に
合
わ
せ
た

販
売
時
間
の
設
定
や
、
効
果
的
な
ル
ー
ト
の

設
定
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
年
内

の
事
業
開
始
に
向
け
、
着
実
に
取
り
組
む
。

佐
藤
市
長

　
　
　
　

 

公
園
の
水
遊
び
施
設
の
利
用

期
間
の
拡
充
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
管
理
者

が
常
駐
す
る「
み
ず
ほ
の
自
然
の
森
公
園
」

な
ど
４
つ
の
公
園
で
実
施
し
、
今
年
度
か

ら
は
平
日
利
用
の
多
い「
水
上
公
園
」で
も

開
始
時
期
を
早
め
た
。
さ
ら
な
る
拡
充
に

つ
い
て
は
、
昨
今
の
猛
暑
や

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

来
年
度
か
ら
の
、
利
用
期
間

や
対
象
と
な
る
公
園
の
拡
充

に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

佐
藤
市
長

矢
古
宇 

芳
一 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

本
市
の
寺
社
仏
閣
な
ど
の
歴
史
的
価

値
が
、
訪
日
外
国
人
に
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
感
じ
る
。　
「
日
光
市
と
連

携
し
た
外
国
人
の
誘
客
促
進
」
事
業
に

期
待
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て

●
日
光
市
と
連
携
し
た
外
国
人
の
誘
客
促
進
に
つ
い
て

女
性
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て

●
職
場
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
（
本
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
沿
革
を
伝
承
す
る
取

組
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
」ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
魅

力
発
信
）❷
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
（
多
様
な
食
文
化
へ
の
対
応
）

❸
女
性
活
躍
の
推
進（
地
域
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
促
進
）❹「
宇

都
宮
市
電
子
図
書
館
」に
導
入
さ
れ
た
児
童
書
読
み
放
題
パ
ッ
ク

　

女
性
の
場
合
、
月
経
痛
な
ど
心
身
の
不
調
と
闘
い

な
が
ら
勤
務
す
る
現
状
が
あ
り
、
育
児
や
介
護
と
両

立
す
る
女
性
の
負
担
軽
減
も
急
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
中
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
の
環
境
整
備
が
重

要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

＊
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
…
女
性
特
有
の
健
康
課
題
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

の
力
で
解
決
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

総
合
政
策
部
長

　
　
　
　
　

昨
年
度
、
職
場
の
環
境
整
備
を
支

援
す
る「
女
性
活
躍
推
進
補
助
金
」を
創
設
し
、
今

年
度
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
健
康
課
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
予
算
を
増
額
す
る
な
ど
制
度
の
充

実
を
図
っ
た
。
好
評
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
本
年
11
月
に
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
企
業

を
前
年
の
８
社
か
ら
12
社
へ
拡
大
し
て
開
催
し
、

多
様
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
。

魅
力
創
造
部
長

　
　
　
　
　

今
年
度
は
、
宇
都
宮
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
体
と
な
り
、

本
年
12
月
に
開
催
予
定
の
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
、
日
光
市
の
事

業
者
と
連
携
し
、「
日
本
ら
し
さ
」を
体

感
で
き
る
、
外
国
人
に
響
く
魅
力
的
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
す
る
。

山
﨑 

昌
子 

議
員

そ
の
他
の
質
問

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
を
含
め
た
公
共

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

●
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
の

　

剰
余
金
の
活
用
に
つ
い
て

　

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
想
定
を
上
回
る

利
用
が
あ
り
、
黒
字
で
あ
る
た
め
、

西
側
延
伸
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
よ

り
利
益
が
上
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

黒
字
体
質
は
継
続
さ
れ
る
。
そ
の
利

益
は
、
当
面
損
失
解
消
に
充
て
る
が
、

そ
の
後
、
余
剰
金
と
し
て
残
る
。
こ

の
剰
余
金
を
活
用
し
、
ラ
イ
ト
ラ
イ

ン
停
留
場
よ
り
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス

の
運
行
を
提
案
す
る
。
実
現
す
れ
ば
、

バ
ス
路
線
へ
補
填
し
て
い
る
補
助
金

の
削
減
に
繋
が
り
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン

と
接
続
す
る
バ
ス
路
線
を
増
や
す
こ

と
で
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
導
入
の
恩
恵

を
よ
り
多
く
市
民
が
享
受
で
き
、
全

市
民
の
た
め
の
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
と
い

う
当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
！

総
合
政
策
部
長

　
　
　
　

 

剰
余
金
の
活
用
は
、
宇
都
宮

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
と
の
調
整
な
ど
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
業
者
や
国
・

県
な
ど
の
関
係
機
関
と
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
駅

西
側
延
伸
と
合
わ
せ
た
「
階
層
性
の
あ
る
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

手
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
関
係
す
る
交
通
事

業
者
と
検
討
し
て
い
く
。

❶
来
年
度
の
予
算
編
成
と
中
長
期
的
な
財
政
運
営

❷
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
❸
真
の
個
性
を
尊
重
し

た
自
由
な
社
会
の
構
築
❹
児
童
相
談
所
の
設
置

そ
の
他
の
質
問

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
70
分

篠
﨑 

圭
一 

議
員

　本市におきましては、スーパースマートシティの実現に向けた施策が全方位的に展開されており、全国
のモデルとなる取組も多くあります。現在の取組は、本市が１００年先も持続的に発展する都市であり続
けるために不可欠なものと考えており、このような都市の在り方を方向付ける重要な時期に、本市の基盤
づくりに携われることを大変光栄に思っております。
　ライトラインにつきましては、地域内交通や乗継ぎ利便性の向上の取組、沿線の開発等と一体的に進め
ることで、沿線の人口増加や地価上昇、更には外出機会の増加などといった、ライフスタイルの変化にも
繋がっております。今後、これらの成果をさらに広く波及させていくためにも、関連施策との有機的な連
携を図りながら、また、市民の皆様のご理解をいただきながら、西側延伸を着実に進めることが重要であると考えております。
　私はこれまで、国土交通省において、都市交通システムの構築やウオーカブルなまちづくりをはじめ、幅広い都市行政に携
わってまいりました。これまで培ってきたネットワークや経験を最大限に活かし、夢や希望がかなうまちスーパースマートシ
ティの実現に向け、佐藤市長を支えるとともに、議員の皆様からのご指導をいただきながら、全力で職務に邁進することをお
誓い申し上げ、私の所信とさせていただきます。

田中成興 副市長  就任挨拶 ～篠﨑圭一議員の質問「田中副市長の所信について」答弁より～

田中成興  副市長
（国土交通省出身）
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令和7年9月（第3回）定例会  本会議  一般質問
　

年
間
を
通
し
て
小
中
学
校
の
授

業
や
地
域
市
民
に
開
放
す
る
全
天

候
型
の
プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
、

整
備
箇
所
と
し
て
の
清
原
地
区
の

可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
！

民
間
発
電
施
設
の
排
熱
を
利
用
し
た

屋
内
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て ⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
60
分

❶
農
業
行
政
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用

し
た
保
全
活
動
の
広
域
化
、
農
業
生
産
の
効
率
化

に
向
け
た
農
地
の
大
区
画
化
、
農
業
用
水
） 

❷
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
の
受
動
喫
煙
防
止
施
設
の
設
置

　
　
　
　

 

東
部
地
域
の
屋
内
プ
ー
ル
の
整

備
候
補
地
に
つ
い
て
は
、「
東
部
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
ラ
イ
ン
」
と
位
置
付
け
た
ラ
イ
ト
ラ
イ

ン
沿
線
に
お
い
て
、
土
地
の
利
用
規
制
や
周
辺

環
境
の
ほ
か
、
学
校
の
利
用
し
や
す
さ
な
ど
の

観
点
か
ら
、
現
在
、
清
原
地
区
を
有
力
な
候
補

地
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

佐
藤
市
長

　

清
原
地
区
の
農
業
資
源
を
生
か
し
た

飛
山
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
、

行
政
支
援
策
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
？

農
業
資
源
を
生
か
し
た
飛
山
地
区
の

活
性
化
対
策
に
つ
い
て

佐
藤
市
長

　
　
　
　

 

民
間
活
力
の
活
用
可
能
性
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
実
施
し
た
「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
」
を
踏
ま
え
、
民
間
主
体
に
よ

る
事
業
の
成
立
性
が
高
ま
る
方
策
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、「
き
よ
と
こ　

清
原
マ
ル
シ
ェ
」

の
事
業
モ
デ
ル
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
鬼

怒
川
の
自
然
や
農
業
、
飛
山
城
跡
な
ど
の
地
域

資
源
を
生
か
し
つ
つ
、
食
や
買
い
物
、
見
学
や

体
験
を
楽
し
め
る
よ
う
な
試
験
的
な
取
組
を
実

施
し
て
い
く
。

岡
本 

芳
明 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
の
バ
ス
路
線

再
編
事
業
で
は
、
住
民
の
意
見
を
十

分
に
聴
取
し
な
が
ら
、
多
く
の
市
民

が
再
編
事
業
の
進
め
方
に
納
得
で
き

る
形
を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
！

交
通
政
策
に
つ
い
て

●
バ
ス
路
線
再
編
に
つ
い
て ⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
市
長
の
政
治
姿
勢（
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺

地
区
の
整
備
）❷
交
通
政
策（
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
停

留
場
の
駐
輪
場
）❸
総
合
治
水
・
雨
水
対
策
推
進

計
画
の
見
直
し
状
況
と
奈
坪
川
の
整
備
❹
新
産
業

団
地
❺
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
連
携

　
　
　
　

 

駅
西
側
バ
ス
路
線
再
編
に
つ
い
て

は
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
再
編
と
な
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
と
市
民
意
見
の
聴
取
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
、
バ
ス
事
業
者
と
進
め
る
運

行
計
画
案
の
作
成
段
階
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
市
民
意
見
を
反
映
し
た

運
行
計
画
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
合
政
策
部
長

　

駅
東
口
の
乗
用
車
の
乗
降
場
等
で

送
迎
車
の
列
が
伸
び
て
い
る
こ
と
へ

の
対
策
に
つ
い
て
、
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
乗
降
場
の
安
全
確
保
と
、

更
な
る
利
便
性
向
上
の
た
め
、
東
口

の
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
？

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

●
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の
改
修
に
つ
い
て

建
設
部
長

　
　
　
　

 

駅
東
口
の
一
般
乗
降
場
に

つ
い
て
は
、
乗
車
場
と
降
車
場
を
明
確

に
分
け
、
車
線
の
色
分
け
や
案
内
板
を

設
置
し
て
き
た
。
今
後
は
、
駐
車
場
の

積
極
的
な
利
用
を
促
す
た
め
の
周
知
啓

発
の
強
化
や
、
繁
忙
期
に
お
け
る
交
通

誘
導
員
の
配
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

今
井 

政
範 

議
員

そ
の
他
の
質
問

市
負
担
金
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
に

つ
い
て
地
域
で
の
裁
量
を
確
保
し
、

多
年
に
わ
た
り
社
会
貢
献
さ
れ
て
き

た
方
々
の
交
流
を
図
る
た
め
、
交
流

会
の
弁
当
や
お
茶
代
な
ど
も
容
認
で

き
る
よ
う
な
運
用
は
で
き
な
い
か
？

地
域
展
開
事
業
に
つ
い
て

●
敬
老
会
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
地
区
整
備
事
業
❷
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
お
け
る
暑
さ
対
策
へ
の
取
組
❸
地
域

展
開
事
業
の
進
め
方
❹
ご
み
減
量
施
策
❺
生
活

排
水
処
理
施
設
の
在
り
方

　
　
　
　

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
あ

る
敬
老
会
の
開
催
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
負

担
金
の
対
象
と
な
る
経
費
の
範
囲
の
見
直
し

と
、
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
皆
様
へ
の
見
直

し
内
容
の
周
知
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
年
内
に
は
見
直
し
案
を
地
域
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐
藤
市
長

　

用
地
取
得
が
進
め
ら
れ
ず
、
事
業
に
よ

る
社
会
便
益
が
享
受
で
き
て
い
な
い
「
都

市
計
画
道
路　

鶴
田
宝
木
線
整
備
事
業
」

を
確
実
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
の
か
？

公
共
施
設
整
備
に
係
る
用
地
取
得

に
つ
い
て

建
設
部
長

　
　
　
　

 

１
名
の
権
利
者
が
用
地
交
渉
に

応
じ
て
い
た
だ
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
30

年
経
過
し
た
現
在
も
事
業
完
了
に
至
っ
て
い

な
い
。
地
域
の
方
々
か
ら
も
早
期
の
供
用
開

始
に
よ
る
「
交
通
の
利
便
性
」
向
上
な
ど
を

求
め
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
相
応

の
補
償
に
よ
り
必
要
な
用
地
を
確
実
に
取
得

で
き
る
制
度
の
活
用
を
見
据
え
て
、
着
実
な

事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

菅
原 

一
浩 

議
員

そ
の
他
の
質
問

　

避
難
開
始
直
後
か
ら
使
用
で
き
る

ト
イ
レ
の
整
備
、
特
に
携
帯
ト
イ
レ

を
全
て
の
避
難
所
に
配
備
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
！

災
害
発
生
直
後
の

避
難
体
制
整
備
に
つ
い
て ⬇

質
疑
応
答
の

　
全
文
を
視
聴

　
で
き
ま
す

質
問
時
間
40
分

❶
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
❷
登

下
校
中
に
お
け
る
安
心
・
安
全
対
策
❸「
心
の

健
康
観
察
」❹
職
員
の
副
業

　
　
　
　

 

「
宇
都
宮
市
防
災
備
蓄
・
調
達
計

画
」
に
基
づ
き
、
市
内
14
か
所
の
防
災
備
蓄

庫
に
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
を
計
画
的
に
備
蓄
し

て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度
に
は
全
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
や
小
中
学
校
な
ど
、
83
か
所
の

避
難
所
へ
携
帯
ト
イ
レ
を
追
加
で
配
備
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
新
た
に
、
複
数
の
個
室
を

備
え
、
多
機
能
ト
イ
レ
も
搭
載
す
る
「
ト
イ

レ
ト
ラ
ッ
ク
」
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

佐
藤
市
長

宇
都
宮
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
に
対
す
る
補
助
額
に
つ
い
て
、
実

情
を
踏
ま
え
た
増
額
や
支
援
拡
充
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

支
援
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長

　
　
　
　

 

現
在
、
各
種
研
修
の
開
催

な
ど
協
議
会
の
活
動
経
費
の
一
部
に
つ

い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
今

後
と
も
、
民
生
委
員
の
活
動
の
充
実
を

図
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
へ
の
支

援
は
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
と
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
支
援
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

手
塚 

泉 

議
員

そ
の
他
の
質
問

宇都宮市
電子図書館
小中学生向け

オンライン
または
図書館窓口
でお申込み

いつで
も

待たず
に

何人で
も

【電子図書館の登録方法】

5
パック

217
タイトル

読み放題！
登録方法

女性のみなさんの悩みや困りごと、孤立や不安に寄り添います。
女性のための居場所「つなサポ まいまいルーム」

ご相談は
お気軽に
どうぞ

　楽しいワークショップをお喋りしなが
ら楽しみませんか？気分転換やゆっくり
過ごしたいときもおすすめです。相談員がお話しを伺い、必
要に応じて専門機関におつなぎすることもできます。

●毎月第１金曜日
宇都宮市中央1－１－１５
総合福祉センター

●毎月第３土曜日

宇都宮市明保野町7－1

宇都宮市男女共同参画
推進センター「アコール」

●時間／午後1時30分～4時

「女性のためのLINE相談」

女性相談所（男女共同参画推進センター内）
☎028-636-4075

●相談方法
宇都宮市公式LINE「教えてミヤリー」　 　 　 　 　 　 ➡

トップメニュー右上の「チャット相談」をタップ
●LINE相談受付日時
金曜日  午後２時～午後４時
土曜日  午前１０時～正午
＊祝日・年末年始、メンテナンス等
　によりお休みの場合があります。
●お問い合わせ

登
録してね♪

ココを
タップ
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６期

会長

熊本 和夫　
くまもと　かずお
（松原） ６期

議長

塚田 典功　
つかだ　のりかつ
（松原） 5期

副会長（幹事会担当）

岡本 芳明　
おかもと　よしあき
（上籠谷町）

４期

総務会長

今井 政範　
いまい　まさのり
（陽東） ４期

副会長（政調会担当）

馬上 　剛　
うまがみ　ごう
（馬場通り） ３期

副政調会長

山﨑 昌子　
やまざき　まさこ
（下荒針町） ３期

幹事長

篠﨑 圭一　
しのざき　けいいち
（雀宮町） ３期

副議長

黒子 英明　
くろこ　ひであき
（上小倉町） ２期

政調会長

柴田 賢司　
しばた　けんじ
（古賀志町）３期

副幹事長 兼 副総務会長

内藤 良弘　
ないとう　よしひろ
（宝木本町）

２期

会計補佐

長谷川 武士
はせがわ　たけし
（西川田）２期

会計 兼 政調会

矢古宇 芳一
やこう　よしかず
（岩原町） ２期

政調会

岡本 源二郎
おかもと　げんじろう
（下岡本町）２期

政調会

今野 哲也　
こんの　てつや
（石井町） １期

幹事会 兼 政調会

若林 芽育　
わかばやし　めぐみ
（馬場通り）１期

政調会

手塚 　泉　
てづか　いずみ
（峰）２期

幹事会

菅原 一浩　
すがわら　かずひろ
（中岡本町）

5期

顧問

小林 紀夫　
こばやし　のりお
（海道町）5期

副会長（総務会担当）

舟本 　肇　
ふなもと　はじめ
（御幸ケ原町）

TEL 028-632-2618  
FAX 028-632-7140
URL http://www.miya-jimin.jp/
宇都宮市議会 自民党 検 索

皆様方より頂戴した声に耳を傾け、市民に開かれた市議
会を目指し引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

URL http://www.miya-jimin.jp/
magazine.html

広報誌電子版

　宇都宮市議会９月定例会では、６月定例会に続き、議員案第８号として「保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議案」を
提出し、全会一致で可決しました。保坂議員が、SNS上で、ライトラインについて「駅東側は大赤字」「不動産オーナーや業
者、推進派の政治家が利益を得る」など誤解を招く表現や特定の者への誹謗中傷と取れる内容などを掲載した行為を審査す
る倫理委員会などにおいて、非を認め、謝罪を明言しながら、自身
の言動を顧みない不誠実な対応を続けたため、先の定例会で、自ら
の意思による議員辞職を求める決議を全会一致で可決しました。
　しかしながら、保坂議員は「辞職するほどのことではない」と報
道機関にコメントしており、その認識の甘さは、議会として容認す
べきものではなく、倫理委員会の答申を踏まえ議長が求めた「議場
での謝罪文の読み上げ」も拒否し、自身の行為に端を発するこのた
びの事案に対して、真摯に向き合う姿勢は皆無です。一連の行為に
みられる保坂議員の姿勢をもって、市民から負託された職責を果た
すことは現実的に困難と言わざるを得ません。
　なお、採決にあたって５名の退席者が出ましたが、辞職勧告決議
案は全会一致で可決しました。

  保坂栄次議員に対する２度目の議員辞職勧告を決議！ 採決で議員対応分かれる！

各 会 派 の 採 決 結 果
自 由 民 主 党 議 員 会 賛　成19名

公　明　党　議　員　会 賛　成6名

日本共産党宇都宮市議団 【3名退席】3名

緑　　の　　地　　球 賛　成1名

市　　民　　連　　合 6名賛成【2名退席】8名

清　風　ク　ラ　ブ 賛　成3名

う つ の み や 維 新 賛　成3名

参政党  政治参加を促す会 賛　成1名

「宮を守り隊　  」を募集します

　「気軽に」「いつでも」「誰でも」参加しやすい活動です！ 
協力者にはトートバックやキーホルダーなどを配布中。
詳しくは市のホームページをご覧ください。

「ながら見守り　  」
「ドライブレコーダー搭載車両
  による、ながら見守り　  」
「防犯カメラの見える化　  」

あなたの見守りが
「犯罪の抑止」と「安心感」

につながります！

宇都宮市

本庁舎・バンバ出張所の窓口開設時間などが変更になりました！

■コンビニ交付サービス　■電子申請（マイナポータル、電子申請共通システム）　■スマートフォン決済アプリ
  窓口に行かなくても手続ができる便利なサービスを是非ご利用ください！

詳細は
宇都宮市役所
ホームページを
ご覧ください

■納税課、 市民課
　月曜日のみ　午前8時３０分～午後７時 ・ 火曜日～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分
■税制課、 資産税課、 保健福祉総務課（本庁舎１階  A１８番窓口）
　高齢福祉課、 障がい福祉課、 保険年金課、 子ども政策課、 子ども支援課、 保育課
　平日毎日　午前８時３０分～午後５時１５分（午後５時１５分以降の窓口開設なし）
■バンバ出張所、 パスポートセンター
　【休館日】月曜日、年末年始　※開庁時間については変更なし（休館日を除く毎日　午前１０時～午後７時）
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